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主審：

第１試合　９：００～Ｃコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館

戦　　　評 　　記入者 ： 斧田　典之

　両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。立ち上がりは東海相模がペースをつかみ、⑨梅林のゴール下シュートを皮切りに落ち着いたボール回
しから得点を重ね８-０とリード。都立駒場は、⑨梅原のドライブインで初得点をあげるが、相模の厳しいボールマンプレッシャーに苦しみなかなか得点を重
ねることができない。第１Ｐ６分過ぎ、駒場はディフェンスを１－２－２ゾーンプレスに変えると徐々にペースをつかみ、速い攻めを随所で展開し４点差まで
追い上げてピリオドを終了する。
　第２Ｐ、両チームともにディフェンスに安定感を見せ、駒場が⑦甲斐の３Ｐシュートで同点に追いついてからは、一進一退の攻防が続いた。ピリオド終盤、
駒場は⑱小林のポストプレイ④丸山のドライブインなどで着実に得点を上げ、徐々に点差を広げ始める。相模は⑯岩田のポストプレイを中心にオフェンス
を展開するが、インサイドを攻めあぐね、駒場が９点リードで第２Ｐ終了。
　第３Ｐに入っても駒場は速いパス回しからの１対１やアウトサイトなどで得点を重ねる。オフェンスで良い形を作りながらも、シュートを決められず苦しんで
いた東海だが、６分過ぎからハイポストを起点とした攻撃がようやく成功し始め、⑨梅林のゴール下シュートや④藤森のドライブインなどで得点し、必死に
食らいついてゆく。
　第４Ｐ、シュートが決まり始め、加えて厳しいディフェンスのプレッシャーで何とか追い上げをはかる東海だが、駒場は⑦甲斐の１対１や⑱小林のゴール
下の頑張りでそれを許さない。両チームとも集中力の高いディフェンス見せた好ゲームだったが、決めるべきシュートをきっちりと決めた駒場が１８点差を
つけて快勝した。
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